
ＰＬ－ＨＥ－０５９Ｃ 

                                                            

 

ＫＴ－５型シリ－ズ 

 

ＫＴ－５Ｗ  型 

ＫＴ－５ＦＷ型 

 

ＫＴ－５ 型 

ＫＴ－５Ｆ型 

 

ストレーナ 
 

取扱説明書 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＴ－５型ストレ－ナ 

 

 

 

水道法性能基準適合品 

(耐圧性能・浸出性能) 



ＰＬ－ＨＥ－０５９Ｃ -I-

はじめに 

この取扱説明書は、ＫＴ－５、５Ｗ、５Ｆ、５ＦＷ型ストレーナの取扱方法について記述しています。

本製品をご使用の前に熟読の上、正しくお使いください。 

 

この取扱説明書は本製品を設置、および使用される方々のお手元に確実に届くようお取りはからい願い

ます。 

 

      製品の危険性についての本文中の用語     

 

警告 ：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

 

 

注意 ：取扱を誤った場合、使用者が軽い、若しくは中程度の傷害を負う危険が想定され 

る場合、または物的損害・損壊の発生が想定される場合。 

 

 
ご使用にあたっての警告・注意事項 

 

  

本製品のご使用にあたり、人身の安全および製品を正しく使用するために必ずお守りください。 

 

警告 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを確認

してください。 

※流体が吹出した場合、怪我をしたり、高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

●製品にはむやみに触れないようにしてください。 

※高温流体の場合、やけどの恐れがあります。 

●ネットの清掃にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧力が

零になっていることを確認すると共に、高温流体の場合は、本体を素手でさわれるまで冷して

から行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合はやけどをする恐れがあり

ます。 

 

注意 

●本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してくださ

い。 

一般のご使用者は分解しないでください。ネットの目詰まりや異常がある場合は、設備・工事

業者または、当社に処置を依頼してください。 

●本製品を使用する前に、使用条件と１頁の仕様とを確認してください。使用条件が仕様を満足

することを確認の上、製品をご使用ください。 

●本製品の機能・性能の確認のため、日常点検、定期点検を実施してください。 

！

！

！

！
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１．製品用途、仕様、構造 

 

 （１）用途 

ＫＴ－５、５Ｗ、５Ｆ、５ＦＷ型ストレーナは、主として液体用に用いられるストレート形スト

レーナで、配管内に混入した塵埃、砂、スケールなどの異物をネットで除去し、配管系の機器な

どを保護する目的に使用されます。 

材質はステンレス鋼製ですので、クリーン流体に最適です。 

 

 （２）仕様 

型式 ＫＴ－５ ＫＴ－５Ｗ注４ ＫＴ－５Ｆ ＫＴ－５ＦＷ注４ 

製品記号 ＫＴ５－Ｄ ＫＴ５Ｗ－Ｄ ＫＴ５Ｆ－Ｄ ＫＴ５ＦＷ－Ｄ 

呼び径 １５～５０ 

適 用 流 体 液体・蒸気・気体 液体・気体 液体・蒸気・気体 液体・気体 

適 用 圧 力 ２．０ＭＰａ以下 １．０ＭＰａ以下注２ 

流 体 温 度 １５０℃以下注1 ９０℃以下 １５０℃以下注1 ９０℃以下 

端接続 Ｒｃ ネジ ＪＩＳ １０ＫＦＦ注２ 

材

質 

本体 ＳＣＳ１３ 

網 ＳＵＳ 

網目 ６０メッシュ内張り注３ 

許容差圧 ０．１ＭＰａ以下 

耐圧試験 ３．０ＭＰａ １．５ＭＰａ注２ 

※Ｗ：Ｏリングシ－ル型  Ｆ：フランジ型 

注１．標準のガスケットは、ＰＴＦＥです。 

ノンアスベストガスケットで流体温度２２０℃以下も製作します。 

注２．ＪＩＳ ２０ＫＲＦも製作し、適用圧力は２．０ＭＰa、耐圧試験は３．０ＭＰaです。 

注３．パンチアミ、２０、４０、８０、１００メッシュも製作します。 

注４．ＫＴ－５Ｗ、５ＦＷは、水道法性能基準適合品です。 

 

 

注意 

● 上記仕様が使用条件を満足することを確認してください。 

● 上記の仕様を越えての使用はできません。 

！
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（３）構造 

ＫＴ－５，５Ｗ，５Ｆ，５ＦＷの種類の内、ＫＴ－５の構造図を表記します。 

        Ｗ：Ｏリングシ－ル型 Ｆ：フランジ型になりますがネット部分の構造は、同じです。 

 

 

ＫＴ－５ （呼び径１５～５０）の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホンタイ① 

カバー② 

ガスケット⑥ 
トメワ⑨ ナベコネジ⑧ 

バネザガネ⑩ 

ヨコアミ④ 

ロッカクボルト⑦ 

バネザガネ⑪ 

ネットケース③ 

シタアミ⑤ 
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２．設置要領 

 

（１）製品質量 

呼び径 製品名 １５ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ 

質量(kg) 
ＫＴ－５，５Ｗ ０．４ ０．７ １．０ １．７ ２．３ ３．５

ＫＴ－５Ｆ，５ＦＷ ２．２ ２．８ ４．１ ５．７ ６．６ ８．３

 

（２）要領 

 

注意 

● 製品を配管に接続する際には、製品の流れ方向を示す矢印と、流体の流れ方向を合わせて

取付けてください。 

※誤った取付けをした場合、製品の機能を発揮できません。 

● 凍結の恐れのある場合は、水抜きや保温などをしてください。 

※凍結による破損の恐れがあります。 

 

１）分解点検のため、ストレーナの上の空間は、下表の寸法以上確保してください。 

（ｍｍ） 

呼び径 １５ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ 

Ａ ２００ ２００ ２００ ２００ ２５０ ２５０ 

 

Ａ：ネットケ－スの取出しスペース 

                                                             「注」この寸法は、ネットケ－スを取 

                                                                   リ出す為の最小寸法です。 

                                                                   小ネジが見えず分解し難い場合 

                                                                   は、施工スペ－スＡを大きく取 

                                                                   るかカバ－を横向きに取り付て 

                                                                   ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）凍結が予想される場合には必ずストレーナを保温してください。 

！
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３．保守要領 

 

 

警告 

ネットの清掃にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧力が

零になっていることを確認すると共に、高温流体の場合は、本体を素手でさわれるまで冷して

から行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合はやけどをする恐れがありま

す。 

 

注意 

● 本製品の機能・性能の確認のため、日常点検、定期点検を実施してください。 

● 本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してくだ

さい。 

一般のご使用者は分解しないでください。ネットの目詰まりや異常がある場合は、設備・工

事業者または、当社に処置を依頼してください。 

● 入口と出口の圧力差が０．１ＭＰ a位になりましたらネットの清掃を行ってください。 

ネットが目詰まりすると、流量不足やネットが破損する恐れがあります。 

 

 

 （１）日常点検 

点 検 項 目 処     置 

流量の出具合 

（ネット前後の圧力差） 

ネット前後の圧力差が０．１ＭＰ a以上になる前に

清掃を行なう。「分解・組立要領」参照 

カバー締付け部からの外部漏れ

の有無。 

ボルトの増締め、およびガスケット（Ｏリング）の

交換。「分解・組立要領」参照 

 

 （２）定期点検 

本製品の機能・性能を維持するため、定期的に分解点検を実施してください。 

点 検 周 期 １回／年 

主 な 点 検 項 目 
①ネットの目詰まり。 

②カバー締付け部からの外部漏れの有無。 

 

 

分解・組立要領 

 

 （１）分解 

 

警告 

本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧力が

零になっていることを確認するとともに、高温流体の場合は、本体を素手でさわれるまで冷し

てから行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合はやけどをする恐れがあ

ります。 

 

注意 

本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してくださ

い。 

一般のご使用者は分解しないでください。 

 

！

！

！

！
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   １）分解工具および消耗部品 

分解前に必要な工具、消耗部品などあらかじめ用意します。         （６頁 分解図 参照） 

工具名称 呼び 
ストレーナ 

呼び径 
工具使用箇所 

スパナ 

１０ １５ ロッカクボルト ⑦ 

１３ ２０、２５ ロッカクボルト ⑦ 

１７ ３２、４０ ロッカクボルト ⑦ 

１９ ５０ ロッカクボルト ⑦ 

プラスドライバ－  １５～５０ ナベコネジ⑧ 

用 具 ウエス（柔らかい布など）、ワイヤーブラシ 

 

    ２） 消耗部品 

製品名 呼び径 消耗部品 要求先 

ＫＴ－５，５Ｆ 
１５～５０

ガスケット⑥ 
㈱ベン 

ＫＴ－５Ｗ，５ＦＷ Ｏリング⑥ 

 

    ３） 分解 

                                                                         （６頁 分解図 参照） 

手順 
分  解  要  領 

呼び径１５～５０ 

１ 
ロッカクボルト⑦を緩めてバネザガネ⑪と一緒に取外し、カバー②を開き、ガスケット 

（ＫＴ－５Ｗ、５ＦＷの場合は、Ｏリング） ⑥を取外します。 

２ 

ナベコネジ⑧をドライバ－で緩めて外し、ネットケ－ス③をホンタイ出口側に移動しなが

らナベコネジ⑧、バネザガネ⑩、トメワ⑨と共に上に取出します。 

ナベコネジ⑧、バネザガネ⑩、トメワ⑨は、分解しないで下さい。 

３ 
ネットケ－ス③からヨコアミ④及びシタアミ⑤を取外します。 

清掃可能な場合は、取外す必要はありません。 

 

 

    ４） 清掃 

（６頁 分解図 参照） 

手順 
要        領 

呼び径１５～５０ 

１ 各部品をウエスで清掃します。 

２ 
ガスケット（ＫＴ－５Ｗ、５ＦＷの場合は、Ｏリング）⑥が破損している場合は、新品と

交換します。 

３ ヨコアミ④、シタアミ⑤が破損している場合は、新品と交換します。 

４ 
ヨコアミ④、シタアミ⑤に付着している塵埃、砂、スケールなどをワイヤーブラシなどで

落とし洗浄します。 
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分解図 

ＫＴ－５，５Ｗ，５Ｆ，５ＦＷの種類の内、ＫＴ－５の構造図を表記します。 

        Ｗ：Ｏリングシ－ル型 Ｆ：フランジ型になりますがネット部分の構造は、同じです。 

 

ＫＴ－５（呼び径１５～５０）の分解図 

 

注１）部品名・部品番号は、呼び径によって異なる場合があります。部品交換などの手配の際には部品名・

部品番号を、納入品図面をもとに指示してください。 

注２）Ｗ型は、Ｏリングシ－ルでありガスケット⑥がＯリングになり、カバ－のシ－ル部の寸法が変わりま

す。 

ホンタイ① 

カバー② 

ガスケット⑥ 

トメワ⑨ 

ナベコネジ⑧ 

バネザガネ⑩ 

ヨコアミ④ 

ロッカクボルト⑦ 

バネザガネ⑪ 

ネットケース③ 

シタアミ⑤ 

（Ｗ：Ｏリング） 

ネット一式 
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（２）組立 

 

注意 

組立にあたっては、部品などは確実に組付け、ボルトは片締めとならないように対角上に均一

に締付けてください。 

 

 

組立は、分解と逆の手順で行います。 

（６頁 分解図 参照） 

手順 要        領 

１ 損傷の激しい部品は、新品と交換します。 

２ 

ネットケ－ス③の側面からシタアミ⑤のメッシュを内側にしてネットケ－ス③の底に挿入し、

ヨコアミ④の外径の小さい方から図の方向よりネットケ－ス③に挿入します。ヨコアミ④

の端面がネットケ－ス③端面より大きく出ていない事を確認（注）し、ネットケ－ス③の

シタアミ⑤側を下にしてホンタイ①の出口側に向けて挿入後、入口側に移動しながらナベコ

ネジ⑧の先端をホンタイ①のネジ部に寄せドライバ－にてねじ込みます。 

３ 
ネットケ－ス③にガタツキがなくなり、バネザガネが平になるまでドライバ－にてナベコ

ネジ⑧を締付けます。締付トルクは、下記によります。 

４ 

ガスケット（ＫＴ－５Ｗ、５ＦＷの場合は、Ｏリング）⑥及びカバー② をホンタイ① に

組付け、バネザガネ⑪をロッカクボルト⑦に組付けて締付けます。締付トルクは、下記に

よります。 

                     注：ヨコアミ④の端面がネットケ－ス③端面より大きく出る原因は、ヨコアミ④がネットケ

－ス③の下部インロ－部の上面に乗っている可能性があり、ヨコアミ④の下部がネット

ケ－ス③の下部インロ－部の内径に確実に挿入されていることを確認してください。 

 

                                                           ボルト締付トルク 

呼び径 １５Ａ ２０Ａ ２５Ａ ３２Ａ ４０Ａ ５０Ａ 

ナベコネジ Ｍ４ Ｍ４ Ｍ４ Ｍ５ Ｍ５ Ｍ６ 

締付トルク ２Ｎ・ｍ ２Ｎ・ｍ ２Ｎ・ｍ ３Ｎ・ｍ ３Ｎ・ｍ ６Ｎ・ｍ 

ロッカクボルト Ｍ６ Ｍ８ Ｍ８ Ｍ１０ Ｍ１０ Ｍ１２ 

締付トルク ６Ｎ・ｍ １８Ｎ・ｍ １８Ｎ・ｍ ３０Ｎ・ｍ ３０Ｎ・ｍ ５０Ｎ・ｍ

 

以上で組立は終了です。 

 

！



 

 

 

 
製品及び本取扱説明書に関するお問合せは下記へお願いします。 

 

  

 

サービスネットワーク 

担 当 部 署 サ ー ビ ス 区 域 

☆東京営業所 
東京、神奈川 

品質保証課 

℡045(933)1860 

 横浜出張所 

☆西関東営業所 神奈川、東京、山梨 

☆東関東営業所 千葉、茨城 

☆北関東営業所 埼玉、栃木 

☆関越営業所 
群馬、長野、新潟 

新潟出張所 

☆仙台営業所 
宮城、山形、福島 

いわき出張所 

☆盛岡営業所 岩手、青森、秋田 

☆札幌営業所 北海道 

☆大阪営業所 大阪、京都、奈良、和歌山、兵庫、岡山、鳥取、滋賀、三重、

四国全域  岡山出張所 

☆名古屋営業所 
愛知、岐阜、三重、静岡 

静岡出張所 

☆金沢営業所 石川、富山、福井 

☆広島営業所 広島、島根、山口 

☆福岡営業所 九州全域、沖縄 

 

 

本 社          〒146-0095 東京都大田区多摩川 2-2-13 

                  ℡03(3759)0170   FAX03(3759)1414 

 

 

 

○東日本営業部               ○西日本営業部 

☆東京営業所    ℡03(3759)0171     ☆大阪営業所    ℡06(6325)1501 

 横浜出張所    ℡03(3759)0171      岡山出張所    ℡086(902)3060 

☆西関東営業所   ℡042(772)8531     ☆名古屋営業所   ℡052(411)5840 

☆東関東営業所   ℡043(242)0171      静岡出張所    ℡054(275)2705 

☆北関東営業所   ℡048(663)8141     ☆金沢営業所    ℡076(261)6989 

☆関越営業所    ℡027(252)4248     ☆広島営業所    ℡082(230)4511 

新潟出張所    ℡025(280)0978     ☆福岡営業所    ℡092(291)2929 

☆仙台営業所    ℡022(287)6211    ○工場 

いわき出張所   ℡0246(36)7558     岩手工場      ℡019(697)2425 

☆盛岡営業所    ℡019(697)7651     相模原工場     ℡042(772)7341 

☆札幌営業所    ℡011(875)8007 

 

H28.6 

 

 

 


